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2022 年６月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2021年８月 13日に公表いたしました 2022年６月期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

  
記 

 

2022 年６月期通期個別業績予想数値の修正（2021 年７月１日～2022 年６月 30 日） 

 

 

 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

3,250 

百万円 

380 

百万円 

400 

百万円 

260 

円 銭 

47.16 

今回修正予想（B） 3,250 435 500 325 58.87 

増減額（B－A） 0 55 100 65  

増減率（％） 0 14.5 25.0 25.0  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 6 月期） 
2,942 243 286 193 35.03 

 

修正の理由 

前回公表の業績見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が不透明な状況の中、

当時における可能な限りの合理的判断に基づき発表致しました。しかしながら新型コロナウイル

ス感染症の収束までには時間を要することが予想され、その上、ウクライナ情勢の影響も加わり

先々の見込みは立ちにくい経営環境が続いております。 

こうした状況の下、地域における民間事業者の経営環境は依然として厳しいことが予想される

ものの、通期の売上高につきましては各種施策を実行することで当初予算通りを見込んでおりま

す。 

一方、利益面につきましては、非紙面事業売上拡大による原価率の相対的圧縮や紙面ページ数

の最適化、製作部門の効率化などによる売上原価削減を継続するとともに、今後増加が懸念され

る販売費及び一般管理費の更なる節減努力に加え、第３四半期に計上した投資有価証券売却益の

効果から、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに、前年同期実績及び当初予想を大きく上回

る見込みです。 

上記の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成した

ものであり、実際の業績については今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。                                          


